
【生薬名】

【起源植物】

衷黎子 材 ″肱/F巡 松

ハマ ビシ 互レゴあE/7体  すα歓努しris

ハマビシ科Zygophyllaceae

白衷黎、刺菱義、波万比之

果実

精油、サポエン、アルカロイ ド、脂肪油

気味は辛苦微温、帰経は肝に属す

0琉 肝鳩風 ・行藤融滞 コ解鬱 日明目白止摩

●風邪 ・頭痛 白眼疾で目やにが出るとき、1回 5～ 10ク を水300

滅で半量に煎じ服用、

●血行を良くし、血の滞りをなおし、皮膚病、眼疾などに用いる

●能く肝を平にし、風を松り、欝滞を開き、血を散じる効がある。それゆ

え、頭風、頭痛、肝の欝滞気結、乳汁不通、月経不通、難産、大便風

秘などに韓用し、また赤目、多涙、身体風痒などにも用いる

0利 尿、消炎、浄血薬として与頭痛、眼疾、乳汁不通、月経不通、

崩療積案などに応用する

●葉義子.一名勢通.一名屈人。一名止行,一名新羽.―名升推.味

普温.生平澤.治悪血.破痛結積案.喉癖乳難.久服長肌肉.明 目

軽身.(神農本革経上品)

●菱黎 味苦、病憲慶を療し、白隷頭着、戦を除き目を朗す。(薬性歌)

●奔豚腎気、肺気の胸隔満を治し、分娩を催し、胎を堕し、精を益し、水

臓が冷えて小便多き者を療じ、尿の遺涯、泄精、尿血腫痛を止める

(日華子本草)

●忍者の使う鉄葉褻は葉褻子の形から作られたという

●

●当帰飲子、自葉黎散●
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